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「特定寄付」目標達成までさらなるご支援を！
百周年記念事業へ全力

【百周年事業の寄付者お名前を別刷りで同封しました】
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2
0
2
1
年
5
月
7
日
に
開
催
さ
れ
る
母
校

創
立
百
周
年
記
念
式
典
を
目
指
し
て
募
金
活
動

は
じ
め
「
創
立
百
周
年
記
念
事
業
」
部
会
ご
と

に
大
き
く
動
い
て
き
た
。

「
1
億
円
募
金
」　
記
念
募
金
は
「
特
定
寄

付
」
＝
6
千
万
円
、「一般
寄
付
」
＝
4
千
万
円

の
計
画
で
ス
タ
ー
ト
。
2
月
5
日
の
幹
事
・
評

議
員
会
へ
の
説
明
・
報
告
を
受
け
て
3
月
1
日

い
っ
せ
い
に
全
国
2
万
3
千
人
の
会
員
に
募
金

趣
意
書
と
振
込
用
紙
が
実
行
委
員
会
事
務
局
か

ら
発
送
さ
れ
た
。

9
月
15
日
現
在
、募
金
総
額
は
4
、3
9
0
万

円
と
な
り
「
特
定
寄
付
」
目
標
の
6
千
万
円
に

対
し
て
は
3
、
3
5
1
万
円
と
依
然
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。「
特
定
寄
付
」
は
百
周
年
事
業
と

し
て
母
校
の
教
育
施
設
充
実
に
限
定
支
出
す
る

こ
と
を
条
件
に
予
算
6
千
万
円
で
大
阪
府
教
育

委
員
会
の
承
認
を
得
た
う
え
で
、
大
阪
国
税
局

か
ら
寄
付
し
た
会
員
に
対
し
て
税
制
上
の
優
遇

措
置
扱
い
と
す
る
承
認
を
得
て
い
る
。
取
扱
い

期
限
が
来
年
2
月
末
と
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

ま
ず
「
特
定
寄
付
」
目
標
の
期
限
内
達
成
が
大

き
な
課
題
。
百
周
年
記
念
事
業
部
会
が
核
と

な
っ
て
各
方
面
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
特
に
法

人
・
団
体
へ
の
働
き
か
け
を
は
じ
め
、
各
期
同

期
会
・
ク
ラ
ブ
O
B
O
G
会
な
ど
各
組
織
の
た

て
・
よ
こ
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

来
年
2
月
末
「
特
定
寄
付
」
6
千
万
円
の
達

成
後
は
、「
1
億
円
募
金
」
第
2
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
「
記
念
式
典
」「
百
周
年
記
念
誌
」「
校
歌
レ

リ
ー
フ
」「
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
植
樹
」「
奨
学
金
制

度
の
充
実
」
な
ど
、
各
種
記
念
事
業
計
画
実
現

の
た
め
に
残
り
4
千
万
円
の
募
金
を
継
続
す
る
。

本
年
3
月
に
母
校
1
0
0
周
年
記
念
事
業

が
始
動
し
、
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の

ご
寄
付
が
あ
り
、
お
陰
様
で
良
いス
タ
ー
ト
ダッ

シュが
出
来
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
厚
情
に
心
か
ら
深
く
感
謝
 


を
申
し
上
げ
ま
す
。
高
32
平
野
校
長
も
母

校
の
た
め
に
同
期
への
働
き
か
け
も
さ
れ
、
た
い

へ
ん
心
強
く
思
って
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
長

就
任
に
あ
た
り
豊
陵
法
曹
会
が
結
集
し
て
く

れ
た
こ
と
、
募
金
活
動
が
始
ま
り
同
期
仲
間

ら
が
自
ら
の
範
囲
を
超
え
て
寄
付
を
募
る
活

動
を
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
、
う
れ
し
く
思っ

た
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
、
企
業
法
務
に
長
く

携
わって
き
た
こ
と
で
、
数
社
、
寄
付
の
お
申
し

出
を
い
た
だ
き
、
加
え
て
寄
付
は
難
し
い
と
い

う
回
答
が
多
く
も
、
そ
の
企
業
の
ご
担
当
者
か

ら
は
、「
豊
中
高
校
卒
の
全
従
業
員
に
し
っ
か
 


り
と
要
請
し
て
お
き
ま
す
」
と
声
か
け
の
支

援
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

母
校
に
想
い
の
あ
る
卒
業
生
ば
か
り
で
は
な

い
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
かつて
豊
中

中
学
・
豊
中
高
校
の
看
板
を
背
負
って
、
学
業

や
行
事
、
特
に
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
精
を
出
し
た

思
い
出
は
必
ず
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
同
窓

生
の
み
な
さ
ま
に
は
、
再
度
、
寄
付
の
お
願
い

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、「
開
か
れ
た
豊
陵
会
・
参

加
す
る
豊
陵
会
」
の
名
の
下
、
母
校
1
0
0

周
年
に
同
窓
生
の
和
を
もっ
と
広
げ
た
く
、
同

期
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
タ
テ
ヨコ
等
の
お
声
が
け
を

い
た
だ
き
、
母
校
の
思
い

出
を
紐
解
く
よ
う
に
母

校
1
0
0
周
年
記
念
事

業
への
ご
協
力
を
募って
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

数
名
の
高
額
な
寄
付
よ

り
も
、
少
額
で
も
数
多

く
の
同
窓
生
で
「
豊
高

ら
し
く
」
こ
の
1
0
0
周
年
記
念
事
業
を
成

し
遂
げ
、
豊
高
の
誇
り
を
高
め
、
母
校
の
名
誉

を
守
り
た
い
と
思って
お
り
ま
す
。母
校
の
た
め
、

引
き
続
き
さ
ら
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す

「
百
周
年
・
1
億
」
へ
広
い
協
力
を

募
金
活
動
と
記
念
行
事
の一環
と
し

て
2
0
2
0
年
4
月
3
日
（
金
）
午

後
7
時
開
演
で
「
加
古
隆
ピ
ア
ノ
・
ソ

ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
る
。
会

場
は
阪
急
・
曽
根
駅
前

の
豊
中
市
立
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
。

全
席
自
由
席
で
入
場
料

は
1
枚
5
、5
0
0
円
。

10
月
1
日
か
ら「
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
」
を
通
じ
て
入

場
券
の
発
売
を
開
始
し

た
。
豊
陵
会
事
務
局

で
も
枚
数
限
定
で

F
A
X
で
の
申
し
込
み

を
受
付
け
る
。

加
古
隆
さ
ん
は
高

17
期
生
。
東
京
芸
大

卒
業
後
の
活
躍
は
多

く
の
人
が
ご
存
じ
の

通
り
。
N
H
K
番
組

の
テ
ー
マ
曲
を
多
く

手
が
け
、「
パ
リ
は
燃

え
て
い
る
か
」
―

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
映
像
の
世
紀
」

は
有
名
。
今
も
個
人
リ
サ
イ
タ
ル
な

ど
活
躍
を
続
け
て
い
る
。

【
最
終
ペ
ー
ジ
の
案
内
も
ご
覧
く
だ
さ
い
】

加古  隆 ピアノ・ソロ・コンサート
2020 年 4月 3日、曽根・文化芸術センターで

「
豊
高
ら
し
く
」成
し
遂
げ

　

 

母
校
の
誇
り
を
高
め
・
名
誉
を
守
り
た
い

会
長
　
高
16
　
高
坂
敬
三
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◆
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
へ

豊
陵
会
の
皆
様
方
に
は
、
1
0
0
周
年
記

念
事
業
への
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご

協
力
を
賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
今
、
大
学
入
試
制
度
改
革
や
国
の

学
校
教
育
の
基
準
を
示
す
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
な
ど
の
国
の
施
策
の
展
開
に
と
も
な
い
、

豊
中
高
校
に
求
め
ら
れ
る
授
業
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景

に
は
、
我
が
国
を

取
り
巻
く
社
会

や
産
業
構
造
の
変

化
、
予
測
不
可

能
な
地
球
レ
ベ
ル

で
の
課
題
の
山
積

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ

ル
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、高
校
時
代
か
ら
、

主
体
的
に
物
事
を
判
断
し
自
ら
を
社
会
の
中

に
位
置
づ
け
、
他
者
と
と
も
に
協
働
し
て
課
題

を
解
決
し
て
い
く
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
豊
中
高
校
で
は
、
国

が
提
唱
す
る
「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」

を
実
現
す
る
授
業
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
従
来
型
の
講
義
形
式
の
授

業
に
加
え
、
グ
ル
ー
プ
で
の
討
論
や
み
ん
な
の
前

で
の
発
表
の
場
面
が
増
え
る
と
と
も
に
、
視
聴

覚
教
材
の
積
極
的
な
活
用
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
著
名
な
外
部
講
師
を
招

聘
し
、
講
演
会
を
開
く
な
ど
の
取
り
組
み
も

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
に
よ
り
、

進
学
に
お
い
て
大
阪
大
学
合
格
者
が
50
名
を

超
え
、「
伸
び
率
、
西
日
本
第
2
位
」
と
の
評

価
も
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
残
念
な
が

ら
、一部
の
特
別
教
室

を
除
く
と
、
教
室
の
環

境
は
黒
板
と
チ
ョ
ー
ク

と
い
う
昔
な
が
ら
の
状

態
で
あ
り
、
講
演
会

場
に
は
空
調
設
備
が
な
く
、
豊
中
高
校
の
授

業
改
革
等
に
必
要
な
設
備
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況

で
す
。
学
校
の
施
設
の
充
実
は
、
本
来
設
置
者

で
あ
る
大
阪
府
の
責
務
で
は
あ
り
ま
す
が
、
府

の
財
政
状
況
は
極
め
て
厳
し
く
、
授
業
施
設
の

抜
本
的
改
善
に
は
、
1
0
0
周
年
記
念
事
業

に
お
け
る
ご
寄
付
に
頼
る
ほ
か
手
立
て
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
ど
う
か
こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ま
の

後
輩
で
あ
る
未
来
の
豊
高
生
の
た
め
に
、
引
き

続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
長　

高
72　

楠
本
玲
也

1
0
0
周
年
記
念
事
業
に
携
わ
ら
せ
て
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
我
々
自
治
会
執
行

部
は
、
新
た
に
1
0
0
周
年
記
念
ロ
ゴ
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
、
今
ま
で
に
な
い
斬
新
な
取

組
を
実
行
す
る
こ
と
の
2
点
を
目
標
に
こ
れ

か
ら
2
年
間
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
前
期
執
行
部
で
は
、
後
任
の

執
行
部
が
行
動
し
や
す
い
よ
う
に
今
後
2
年

間
で
行
う
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
た
「
大
綱
案
」

を
作
成
す
る
予
定
で
す
。
今
後
と
も
暖
か
く

見
守
って
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

母校が計画する教育施設充実の第
1弾として「豊陵ホール」設置プラン
が動き始めた。

このホールは現在の食堂を大幅に
改修し、昼食時だけの利用ではなく
広い「空きスペース」活用して食堂
以外にも多目的ホールとして学年集
会、講演会、アクティブラーニング
の場所としての活用を構想している。

内部施設として移動式演壇・スク
リーン・映像音響機器などを備える
ほか、テーブル・椅子を自由に配置
利用できるようにする。限られた空間
を最大限に利用するために例えばス

クリーンは壁全体をホワイトボード塗
料で塗りどの面もスクリーンとして使
えるようにする。

工事の設計図（案）をもとに、担
当業者との見積り提出を受けて具体
的な設計・工事計画に入る。完成は
2020年8月の予定だが授業に支障を
来たさない、夏休みなど特定期間に
集中して工事を行なうなど学校独自
の条件があるため、工法・工事日程
などをきめ細かく詰める。なお工事
全般について廣瀬純・財務幹事が豊
陵会の委員として加わることが決った。

　まず「豊陵ホール」（仮称）の新設
生徒の学年集会場も想定した

授業機器システムも設置

創
立
1
0
0
周
年
へ
自
治
会
体
制
を
着
実
に

創立100周年記念事業  

高73期　藤原みさと（美術工芸部）
講演会や学年集会で利用するスペースをイメージし
て描きました。

高73期　村上遼太郎（美術工芸部）
アクティブ・ラーニング・スペースとして、課題研
究等の授業で活用している場面をイメージして描き
ました。

未
来
の
豊
高
生
の
た
め
に

～
母
校
か
ら
授
業
施
設
充
実
へ
の
お
願
い
～

校
長
　
平
野
裕
一（
高
32
）
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「百周年募金」のQ＆A
　特定寄付金は将来にわたって豊高生が有効に利用できる施設や設備の購入に充てられ、一般寄付金は100周年記念事業の
他、将来の奨学金としても使われます。

▼「特定寄付」ってどういうことですか？
Q　�寄付の振込用紙が「特定寄付」と「一般寄付」と別になっ

ていますがどういうことですか。 
A　寄付いただく金額について、
　　＜特定寄付＞

・ 個人の税制上の特典である寄付金の所得控除を使っ
て税金を安くしたい

・ 法人の方で寄付金の全額を税務上の経費（損金）とし
て処理したい

　→金額1万円以上で「特定寄付」の振込用紙　
　→ 後日、記念事業実行委員会事務局から「領収証」を

お送りする
＜一般寄付＞
・個人の方で税制上のことには関係なく寄付をしたい
・ 法人の方で寄付金の全額が税務上の経費（損金）にな

らなくても構わない
　→ 金額に関係なく「一般寄付」の振込用紙で寄付いた

だく
　という区分をしています。
　寄付金を振込いただく際に「自分は学校施設支出の方
に寄付したい」「他の事業計画に寄付したい」との選択を
お願いしているものではありません。

Q　�どうしてそんな区別が起るのですか。
A　�百周年記念事業には母校の教育施設充実をはじめ、奨

学金制度充実・「百周年記念誌」の発行・記念式典の開
催などが計画されていますが、公立学校としてはすべ

ての資金を自分たちで調達しなければなりません。
　ただ、計画のうち母校の教育施設充実に使うお金につい
ては府教育委員会が内容を承認したものに限って大阪国税
局も寄付した方に税制上の特典を認めよう（これを特定寄付
金といいます）、ということになっています。
　2月末を期限に「特定寄付で6千万円を」と呼びかけている
のはこのことです。
▼�振込手数料を差し引いての送金なら寄付額が減ってし
まう？

Q　�銀行窓口に行ったら振込手数料を差し引いた金額を「送
金額」と記入するように言われました。郵便局なら無料
と聞きましたが…。

A　�どの金融機関から振込みいただいても、差し引かれた
手数料金額に関係なく。実行委員会には手数料込みの
支払総額が登録されます。
　振込手数料は、どの金融機関を利用されても受取人
の実行委員会が負担するのですが、銀行の場合は窓口
受付の時点で「あなたの方で先に手数料を払ってくださ
れば送金します」という仕組み。対して郵便局は「窓口で
はあなたには請求しないが後日まとめて実行委員会に
請求します」ということです。
　振込手数料は実行委員会が負担する、とお約束して
いますから、あなたが振込手数料を差し引いた金額を
送金されても実行委員会では差引き前の金額の寄付を
頂戴したものとして取り扱います。（例えば手数料差引
き振込み金額9,650円→10,000円として登録）

『創立100周年記念事業寄付者名一覧』についてのご理解とお願い
豊陵会報の本号に別刷りで平成31年3月1日から令和

元年8月31日の間にご寄付いただいた豊陵会会員、学校
職員、PTA、豊友会会員の皆様のお名前を掲載していま
す。今後もご寄付者のお名前を継続して掲載します。

今後の募金期間は、特定寄付が令和2年2月29日（ク
レジット決済は1月31日）まで、一般寄付が令和3年2月
28日までになります。

全ての記念事業が完成する令和3年においては、『寄
付者ご芳名録』の発行並びに『豊陵ホール（仮称）』竣
工に1万円以上の特定寄付を賜りました皆様のご芳名を
『銘板』の形にすることを計画しています。

詳細については、前もって会報及びホームページ等で

ご案内させていただきます。
なお今回の『寄付者名一覧』にお名前の記載漏れ、8

月末までに特定寄付をされているのにお手許に領収証が
届いていない等の状況がございましたら、恐れ入ります
が実行委員会事務局までご連絡をお願いいたします。

大阪府立豊中高等学校創立100周年記念事業　
実行委員会 事務局
〒560-0011　大阪府豊中市上野西2丁目5番12号

　大阪府立豊中高等学校内　　豊陵会気付
Tel/Fax：06－6849－4973　　
E-Mail：office@houryou.org
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「
記
念
誌
部
会
」の
原
稿
作
成
急
ピ
ッ
チ

「
記
念
誌
部
会
」は
編
集
統
括
の
國
友
奈

美
教
諭（
国
語
科
・
高
32
）を
中
心
に
母
校
教

諭
・
豊
陵
会
各
5
名
の
ほ
か
P
T
A
・
豊
友

会
の
委
員
を
加
え
た
共
同
体
制
で
原
稿
作

成
・
編
集
作
業
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
。

2
0
2
1
年
5
月
の
記
念
式
典
当
日
ま
で
に

納
品
さ
れ
る
計
画
。

記
念
誌
は
90
年
誌
と
同
じ
く
A
4
判
横

組
み
。
3
0
0
ペ
ー
ジ
前
後
で
80
周
年
誌
の

形
式
を
踏
襲
。
母
校
創
立
か
ら
80
周
年
ま
で

を
豊
陵
会
委
員
が
、
80
年
誌
発
行
以
後
を

母
校
委
員
が
分
担
す
る
。
80
周
年
誌
は
歴

史
を
文
章
で
書
き
連
ね
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
時
々
の
出
来
事
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
年
代
順
に

掲
載
す
る
独
特
の
方
式
で「
拾
い
読
み
」し
て

も
全
体
の
歴
史
が
分
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
例
え
ば「
本
校
初
の
全
国
制
覇
は
庭
球

部
」「
豊
高
議
会
、
競
輪
場
設
置
反
対　

豊

中
市
当
局
に
申
し
入
れ
」「
初
め
て
の
共
通
一

次
試
験
」「
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
台
風
で
倒
れ
る
」な
ど

硬
軟
お
り
ま
ぜ
た
記
事
約
3
0
0
項
目
で

1
0
0
年
を
綴
る
。

紙
印
刷
版
の
ほ
か
、
D
V
D
版
も
製
作
す

る
。
記
念
式
典
で
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、
募
金

10
万
円
以
上
の
方
へ
の
贈
呈
、
一
般
会
員
へ
の

販
売
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
編
集
作
業

の
進
捗
と
併
せ
て
詳
細
を
決
め
て
ゆ
く
。

8
月
2
日
、
記
念
事
業
部
会
な
ど
百
周

年
募
金
に
か
か
わ
る
関
係
者
と
各
期
の
周
年

募
金
・「
世
話
役
」に
よ
る
全
体
会
合
が
開
か

れ
た
。

高
坂
会
長
が
百
周
年
事
業
成
功
の
た
め
に

は「
1
億
円
募
金
、
特
に
特
定
募
金
6
千
万

円
の
早
期
達
成
が
大
事
」と
出
席
者
に
改
め

て
協
力
を
依
頼
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
平
野
校
長
は「
昨
今
、
教

育
の
方
法
と
そ
れ
に
伴
う
設
備
の
充
実
は
差

し
迫
っ
た
課
題
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
公
的

予
算
で
は
十
分
で
な
く
、
ど
う
し
て
も
同
窓

会
な
ど
関
係
先
の
支
援
が
必
要
と
な
る
。
こ

の
こ
と
を
ご
理
解
の
う
え
ぜ
ひ
ご
協
力
願
い
た

い
」と
挨
拶
し
た
。

最
新
の
募
金
状
況
を
も
と
に
現
況
を
確
認

し
、
今
後
は
企
業
・
団
体
へ
の
呼
び
か
け
を

始
め
、
た
て
・
よ
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
への
募
金

働
き
か
け
実
行
を
確
認
し
た
。

百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
各
部

会
の
中
で
大
忙
し
の
裏
方
役
。
毎
月
1
回
他

の
部
会
会
議
の
開
催
を
支
援
し
つ
つ
全
体
の

動
き
を
確
認
、
役
員
会
に
報
告
。
記
念
募

金
の
事
務
局
と
し
て
の
重
大
な
役
割
も
担
い

連
携
し
て
入
金
確
認
・
集
計
と
募
金
者
の
名

簿
作
成
、
期
別
集
計
、
領
収
証
の
発
行
な
ど

の
業
務
も
分
担
す
る
。
同
時
に
百
周
年
記
念

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
会
員

へ
の
広
報
活
動
も
担
当
し
、

毎
月
の
募
金
状
況
と
期
別
集

計
を
報
告
し
て
い
る
。

https://w
w

w
.toyokou100.com

/

平
成
最
後
の
幹
事
・
評
議
員
会

豊
陵
会
2
0
1
9
年
度
最
初

の
幹
事
・
評
議
員
会
が
2
月
5

日
夕
、
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
で

開
催
さ
れ
、
母
校「
創
立
百
周

年
事
業
」の
内
容
を
確
認
。
3

月
1
日
を
期
し
て「
目
標
1
億

円
」の
募
金
計
画
趣
意
書
を
全

会
員
に
発
送
す
る
こ
と
な
ど
、

詳
細
が
報
告
さ
れ
奇
し
く
も
平

成
最
後
の
幹
事
・
評
議
員
会
と

な
っ
た
。

ま
た
新
幹
事
に
高
15
宗
田
京

子
・
高
47
山
中
泰
幸
さ
ん
の
就

任
が
承
認
さ
れ
た
。

西
澤
副
会
長
が
健
康
理
由
で
辞
任

2
0
1
8
年
1
月
に
高
坂
新
会
長
と
共
に

豊
陵
会
副
会
長
に
就
任
し
た
西
澤
信
善
副

会
長（
高
16
）は
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
た
め
、

百
周
年
事
業
の
重
要
な
時
期
に
要
職
を
果
せ

な
い
と
し
て
辞
任
を
表
明
、
3
月
末
日
日
付

で
退
任
し
た
。

総�

務�

部�

会

「ヒマラヤ杉」の募金箱
昨年の台風で倒れた校門のヒマラヤ杉の新規植樹は百周年記念

事業の一環に組み込まれているが、優先順位はあとの方。記念募
金の結果を待つだけでは遅いと、高坂会長
の提言もあって今年の総会でスタート。東
京支部総会、期世話役全体会合など大勢の
会 合 の た び に 募 金 箱 が 出 動。8月 末 で
86,436円の寄付がありヒマラヤ杉の芽が出
つつある。

「百周年ロゴ」を募集
母校では、生徒自治会を中心に、創立100周年をイメージした

ロゴの募集を計画中。入選作は100周年記念グッズ（内容は未定）
などにシンボルとして活用するという。創立100周年を迎える
2021年に最上級生となる現1年生を中心に、現役豊高生に記念事
業への参加意識の向上もねらいの一つ。

募集開始は2019年12月以降になる模様。締切りは2020年7月。
生徒からの応募が中心だが、卒業会員などからの応募も可能と

する見込み。詳細は決まり次第、豊陵会ホームページにも掲載予定。

「百周年記念事業」スタートを確認「
読
ん
で
も
ら
え
る

内
容
」を
精
選

「
期
世
話
役
」の
全
体
会
合
で
、
い
っ
そ
う
の
募
金
を
推
進
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総会出席のホームカミング25高46の先生方と
卒業生たち

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
は
46
期
生

5
月
26
日
　
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー

総
勢
2
0
0
名
の
同
窓
生
が
集
う
、
令
和
元
年
の
豊
陵
会
総
会
は
、
卒
業
直
後

か
ら
30
年
、
司
会
の
高
37
古
川
圭
子
さ
ん
の
発
声
で
幕
を
開
け
た
。

在
校
生
の
素
晴
ら
し
さ
・

　
　
　
　
　
豊
陵
会
各
界
結
集
の
喜
び

�

　

会
長
挨
拶

開
会
に
当
た
り
、
高
坂
会
長
は
、
2
年
後
の

1
0
0
周
年
募
金
の
お
願
い
も
大
切
な
こ
と
と
し
な

が
ら
も
本
総
会
に
集
う
同
窓
生
に
感
謝
を
表
明
し

た
。
学
校
を
訪
れ
る
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
精
を
出
す

最
中
に
も
、
来
校
者
に
対
し
て
挨
拶
を
す
る
在
校
生

の
姿
に
、
平
野
校
長
先
生
始
め
教
職
員
の
方
々
の
ご

指
導
の
賜
物
と
敬
意
を
表
し
、
さ
ら
に
、
こ
の

1
0
0
周
年
に
向
け
て
、
法
曹
会
の
同
窓
生
が
、
資

金
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
わ
が
国
の
法
曹
会
を
支
え

る
人
材
の
育
成
に
つい
て
も
母
校
の
応
援
に
結
集
し
て

く
れ
た
こ
と
を
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
る
と
述
べ
、

1
0
0
周
年
が
起
爆
剤
と
な
り
さ
ら
に
豊
中
高
校
が

発
展
し
て
い
く
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
喜
び
を
表

わ
し
、
引
き
続
き
母
校
1
0
0
周
年
へ
の
協
力
を
要

請
し
た
。

伸
び
る
難
関
大
学
へ
の

　
　
　
　
　
進
学
＝
母
校
報
告　

�

　

学
校
長
挨
拶

来
賓
の
平
野
校
長
は
、
某
週
刊
誌
の
評
価
を
取
り

上
げ
、
難
関
大
学
へ
の
合
格
実
績
の
増
加
傾
向
が
西

日
本
で
二
番
目
、
関
西
有
名
大
学
の
合
格
者
数
が
上

位
を
占
め
る
等
の
学
業
に
関
わ
る
成
果
を
報
告
、
か

つ
、
学
校
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
に
加
え
、
会
長
が
評

価
し
た
挨
拶
に
関
わ
る
生
活
指
導
、
さ
ら
に
、
課
題

研
究
に
生
徒
達
が一生
懸
命
に
応
え
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
た
。

豊
か
な
支
部
総
会
・　

　
　
　
　
　
1
0
0
周
年
へ
支
援

�

　

支
部
総
会
報
告

松
本
東
京
支
部
長
は
、
中
18
の
先
輩
は
じ
め
年
齢

差
74
歳
と
世
代
を
越
え
た
つ
な
が
り
を
醸
成
す
る
支

部
総
会
の
厚
さ
、
首
都
圏
か
ら
も
1
0
0
周
年
を
迎

え
る
母
校
を
応
援
す
る
と
述
べ
、
岡
野
中
部
支
部
長

も
、
支
部
総
会
が
地
域
在
籍
規
模
か
ら
参
加
率
10
％

に
な
っ
た
と
の
報
告
の
あ
と
、
そ
の
盛
り
上
げ
に
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
活
用
や
、
ま
ち
歩
き
行
事
な
ど
、
同
窓
生
が
集

う
仕
組
み
の
充
実
を
は
か
り
、
1
0
0
周
年
に
向
け

て
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
同
窓
生
に
働
き
か
け
た
い

と
述
べ
た
。

在
校
生
・
卒
業
生
共
に　

　
　
　
　
　
1
0
0
周
年
・
未
来
へ

�

懇
親
会

懇
親
会
に
先
立
ち
、
大
川
財
務
幹
事
は
、
バ
ザ
ー

に
つ
い
て
は
、
1
0
0
周
年
記
念
事
業
に
寄
付
す
る

こ
と
の
説
明
に
加
え
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
帽
子
を

掲
げ
、
高
坂
会
長
に
矢
野
監
督
の
サ
イ
ン
を
も
ら
っ

て
来
て
も
ら
う
こ
と
の
宣
伝
等
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ピ
ー
ル

が
あ
り
、
会
場
が
笑
い
で
盛
り
上
が
っ
た
。

懇
親
会
の
乾
杯
の
挨
拶
に
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25
高

46
松
本
耕
一さ
ん
は
、「
伝
統
あ
る
名
門
豊
中
高
校
の

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
し
て
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

は
私
た
ち
の
責
務
」
と
、
現
在
の
母
校
の
活
躍
を
一

体
と
な
って
喜
び
た
い
思
い
の
発
声
を
上
げ
、
会
場
が

大
き
な
拍
手
を
贈
っ
た
。

旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
心
か
ら
の
対
話
を
交
わ

し
、
新
た
な
タ
テ
の
関
係
を
歓
迎
す
る
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
。

同
窓
生
同
志
の
親
睦
が
深
ま
り
、
在
校
生
の
軽
音

楽
部
が
入
場
、同
窓
生
の
中
堅
世
代
に
配
慮
し
た
「
フ

レ
ン
ズ
」「
夢
見
る
少
女
じ
ゃ
い
ら
れ
な
い
」「
今
宵
の

月
の
よ
う
に
」
な
ど
の
聞
き
慣
れ
た
選
曲
の
演
奏
に

会
場
が
大
拍
手
、特
に
在
校
生
の
ボ
ー
カ
ル
が
孫
と
、

熱
心
に
撮
影
し
て
い
る
卒
業
生
の
う
れ
し
そ
う
な
姿

が
印
象
的
に
、
さ
ら
に一体
感
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

総
会
を
締
め
く
く
る
校
歌
斉
唱
の
指
揮
に
、
徳
田

総
務
部
会
長
が
登
壇
、
新
た
な
思
い
を
指
揮
棒
に
込

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
窓
生
に
残
る
母
校
の
想
い
出
が

蘇
る
よ
う
に
集
う
歌
声
は
、
新
元
号
に
ふ
さ
わ
し
く
、

明
る
い
未
来
へ
と
そ
の
進
路
を
誘
って
い
た
。

令和2年度豊陵会総会5月31日　予告

次回、令和2年度の豊陵会総会は、5
月31日（日）午前11時より、ホテルアイボ
リーにて開催いたします。

優待期、ホームカミング25は、高47、
ホームカミングアゲイン50は、高22です。
アトラクションには、在校生のクラブ活動
を披露する予定です。ご期待ください。

詳報は、次号102号およびホームペー
ジに掲載致します。

１
０
０
周
年
目
前
、
母
校
の
発
展
に
手
応
え

豊陵会総会
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東 京 支 部中 部 支 部

年
齢
差
4
分
の
3
世
紀（
中
19
〜
高
71
）の

�

厚
い
参
加
1
5
3
名
　
総
括

1
9
5
7
年
に
、
東
京
で
大
学
生
活
を
送
る

数
名
の
豊
高
O
B
が
始
め
た
豊
陵
会
東
京
支
部

は
、
60
年
余
を
経
て
会
員
数
3
0
0
0
人
を
超

え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
6
月
23
日（
日
）11
時
よ
り
、
首
相
官

邸
や
国
会
議
事
堂
を
見
下
ろ
す
、
素
晴
ら
し
い

眺
望
の
霞
が
関
ビ
ル
35
階【
望
星
の
間
】で
開
催

し
、
こ
れ
ま
で
最
多
の
1
5
3
名
の
皆
様
に
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
。

来
賓
の
皆
様
か
ら
も
出
席
さ
れ
た
会
員
か
ら

も
、「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来
た
い
」と
好
評
で
、

豊
高
愛
に
溢
れ
た
恩
師
長
瀬
尚
先
生
の
お
話

や
、
67
期
の
東
京
藝
大
生
尾
崎
勇
太
さ
ん
に
よ

る
フ
ル
ー
ト
演
奏
に
も
皆
様
引
き
込
ま
れ
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。

最
年
長
93
歳
の
大
先
輩
を
は
じ
め
、
首
都
圏

の
大
学
に
進
学
し
た
ば
か
り
の
71
期
生
、
介
添

え
の
お
嬢
さ
ん
と
参
加
さ
れ
た
シ
ニ
ア
女
性
、
1

歳
の
お
子
様
連
れ
の
会
員
と
多
彩
な
皆
様
に
、

楽
し
ん
で
頂
け
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

母
校
が
紡
ぐ
歴
史
と
卒
業
生
・
在
校
生
の
絆
　

�

来
賓
挨
拶
・
活
躍
披
露
・
懇
親
会

ご
来
臨
の
豊
陵
会
本
部
高
坂
会
長
よ
り
、
2

年
後
の
母
校
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
、
平
野
校
長
先
生
か
ら
は
、
母
校
が

2
0
0
9
年
か
ら
2
0
1
9
年
ま
で
の
10
年
間

で
難
関
国
立
大
学
へ
の
合
格
者
人
数
の
増
加
数

で
、
西
日
本
で
は
2
位
、
全
国
10
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

恩
師
の
長
瀬
尚
先
生
か
ら
は
、
地
球
物
理
研

究
会
と
ア
メ
フ
ト
の
文
武
両
道
の
顧
問
を
経
験

し
た
こ
と
は
よ
い
体
験
で
、
当
時
ア
メ
フ
ト

は
危
険
な
競
技
と
し
て
廃
部
す
べ
き
と
の
意

見
も
あ
っ
た
が
、
在
任
中
4
度
の
優
勝
を
果

た
し
た
お
か
げ
で
廃
部
騒
ぎ
は
消
滅
し
た
。

ま
た
地
研
卒
業
生
に
は
、
先
生
や
研
究
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
も
多
い
と
の
お
話

で
し
た
。
豊
高
生
の
素
晴
ら
し
い
気
質
を

物
語
る
い
く
つ
も
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
ご
紹
介

頂
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
も
中
部
支
部
か
ら
寺
倉
副

支
部
長
に
も
ご
来
臨
い
た
だ
き
、
中
部
支

部
の
活
動
状
況
や
両
支
部
の
交
流
を
深
め

た
い
と
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
東
京
藝
術
大
学
4
年
生
、
尾

崎
勇
太
さ
ん（
高
67
）の
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
、

C.Cham
inade

作
曲
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
か
ら
、
自

作
曲
、
松
任
谷
由
実
さ
ん
の『
ひ
こ
う
き
雲
』、

ア
ン
コ
ー
ル
曲
に
は
、
尾
崎
豊
さ
ん
の『I love 

you

』が
友
人
、
氏
木
大
地
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏

で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
幅
広
い
年
代
の
皆
様
の

心
に
響
く
演
奏
で
し
た
。
尾
崎
さ
ん
は
卒
業
後

音
楽
家
と
し
て
の
道
を
進
み
ま
す
。
専
攻
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
他
、Y

ouT
ube

でJ-PO
P

の
演
奏

も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
7
月
に
は【
フ
ル
ー
ト
武

者
修
行
の
旅
】と
し
て
福
岡
・
大
阪
・
名
古
屋
・

東
京
で
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
三
部
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
市
田
裕
さ
ん（
高

9
）の
乾
杯
の
ご
発
声

で
始
ま
り
、
卓
盛
・

着
席
の
ど
の
テ
ー
ブ
ル

も
に
ぎ
や
か
に
話
が

弾
ん
で
お
り
ま
し
た
。

恒
例
の
マ
ッ
チ
ン
グ

＆
ア
ピ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー

に
は
豊
富
な
情
報
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。

本
部
の
伊
藤
事
務
局

長
か
ら「
母
校
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
」の
ご
説
明
と「
ヒ
マ
ラ

ヤ
杉
の
植
樹
」を
実
現
す
る
た
め
に
募
っ
た
寄
付

金
は
４
５
、
３
７
１
円
で
し
た
。
皆
様
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
有
志
会
員
か
ら

ご
寄
贈
を
受
け
た
高
級
シ
ャ
ン
パ
ン「
ル
イ
ロ
デ

レ
ー
ル
」な
ど
を
賞
品
と
し
た「
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
」は
、
今
木
誠
新
書
記（
高
30
）の
良
き
リ
ー

ド
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

鍋
島
由
起
子
さ
ん（
高
33
）の
指
揮
、
大
澤
美

穂
さ
ん（
高
43
）の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
全
員
に
よ
る
校

歌
斉
唱
、
最
後
に
松
田
研
治
書
記（
高
21
）に
よ

る
閉
会
の
辞
で
、
来
年
の
再
会
を
約
し
て
総
会
・

懇
親
会
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

第一部
か
ら
第
三
部
ま
で
、
司
会
進
行
は
今
木

誠
新
書
記（
高
30
）と
日
永
佳
子
常
任
委
員（
高

38
）で
し
た
。「
長
瀬
先
生
を
囲
む
会
」に
は
30
名

が
参
加
し
懐
か
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご一報
を
　

�

次
回
は
令
和
2
年
6
月
28
日
の
開
催

東
京
支
部
の
活
動
は
、
各
期
1
名
の
な
い
し

2
名
の
常
任
委
員（
該
当
者
の
い
な
い
期
も
多

数
）と
、
そ
の
中
で
選
任
さ
れ
た
役
員
が
手
作
り

で
続
け
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
対
象
は
、
長
く
関
東
圏
に
お
住
ま
い

の
方
の
み
な
ら
ず
、
単
身
赴
任
で
在
京
の
方
、

東
京
の
大
学
に
在
学
中
の
方
、
在
阪
で
も
お
子

様
の
進
学
や
、
仕
事
等
々
の
理
由
で
上
京
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
合
う
方
と
考
え
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
、
総
会
懇
親
会
に
来

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。
個
人
情
報

の
保
護
の
下
、
口
コ
ミ
の
ご
紹
介
な
ど
で
も
参
加

希
望
の
方
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
次
回
か
ら
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
で
の
奏
者
と
し
て（
薄

謝
で
も
）ご
出
演
頂
け
る
O
B
、
O
G
の
方
を
ご

存
じ
で
し
た
ら
、
自
薦
他
薦
問
わ
ず
、
大
歓
迎

で
す
の
で
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
因
み
に
、
こ

こ
数
年
の
出
演
者
の
方
は
：
辻
本
玲
さ
ん（
チ
ェ

ロ
奏
者
高
54
）、
大
澤
美
穂
さ
ん（
ピ
ア
ニ
ス
ト
高

43
）、
T
O
Y
O
N
O
さ
ん（
武
田
豊
野
・
ブ
ラ

ジ
ル
音
楽
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
高
36
）で
す
。

2
0
2
0
年
6
月
28
日（
日
）11
時
か
ら
霞

が
関
ビ
ル
35
階
で
開
催
予
定
の
来
年
度
総
会

に
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

進
学
、
転
居
な
ど
の
ご
連
絡
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　

	

支
部
長　
松
本
俊
二（
高
21
）

副
支
部
長　

手
塚
紀
子（
高
28
）

houryou.tokyo@
gm

ail.com

最
多
の
1
5
3
名
が
出
席

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
最
初
の
東
京
支
部
総
会

6
月
23
日
　
東
海
大
学
校
友
会
館

豊陵会　中部支部 検�索

開催 (11月 16日 ) 迫る！
第 12回豊陵会中部支部総会へぜひご出席を
「同窓会は心のふるさと」
　中部への出張や途中下車での寄り道も大歓迎！
日時：令和元年11月16日（土）
� 15時00分～ 18時00分　（受付は14時30分より）
会場：「名商グリル」
� 名古屋市中区栄2-10-19　名古屋商工会議所2F
� �TEL(052)223-6605
� 地下鉄東山線伏見駅下車・白川公園の北側�
講演：�金虎酒造株式会社　専務取締役　水野善文氏によ

る�「日本酒の魅力（仮）」
　※各酒試飲あります！・・・たぶん。��
第12回豊陵会中部支部総会出欠はホームページ
(http://www.houryou-chubu.org/)からできます！
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学
校
ニ
ュ
ー
ス

の
ペ
ー
ジ

豊
陵
会
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。

4
月
よ
り
教
頭
に
赴
任
し
ま
し
た
武
内

由
佳
と
申
し
ま
す
。

豊
中
高
校
は
、
私
の
母
校
で
も
あ
り

ま
す
。
2
年
後
に
1
0
0
周
年
を
迎
え

た
大
事
な
時
期
に
母
校
で
働
け
る
嬉
し

さ
反
面
、
重
責
も
感
じ
な
が
ら
、
ア
ッ

と
い
う
間
の
こ
の
数
か
月
で
し
た
。

こ
の
間
、
豊
陵
会
の
諸
先
輩
方
、
ま

た
同
期
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
原
稿
の
ご
依
頼

に
気
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
つつ
、
皆
さ
ま

に
豊
中
高
校
の
〟今
〟を
少
し
で
も
お
伝

え
で
き
れ
ば
と
筆
を
執
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

さ
て
、
先
日
、
豊
中
高
校
文
化
祭
〟豊

陵
祭
〟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
3
年
生
全

ク
ラ
ス
演
劇
、
各
文
化
部
の
舞
台
発
表

は
、
さ
す
が
伝
統
、
圧
巻
で
し
た
。
卒

業
か
ら
数
十
年
経
っ
た
今
、
何
よ
り
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
他
ク
ラ
ス
、
他
部
の

発
表
を
応
援
す
る
豊
高
生
の
声
の
大
き

さ
で
す
。
こ
の
光
景
は
、
普
段
の
グ
ラ
ン

ド
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
運
動
部
同
志
が
、

公
式
戦
前
日
に
明
日
の
勝
利
の
た
め
に

全
力
で
校
歌
を
歌
う
の
で
す
。
現
在
、

豊
高
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
と
し
て

「
課
題
研
究
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
の

研
究
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

議
論
の
場
で
、
時
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も

尊
重
し
あ
い
、
自
分
た
ち
で
き
ち
ん
と

着
地
点
を
見
つ
け
て
い
ま
す
。

「
当
た
り
前
の
よ
う
に
お
互
い
が
互

い
の
成
功
を
祈
る
、
そ
し
て
時
に一
緒
に

悲
し
み
、
考
え
、
自
分
の
事
の
よ
う
に

そ
の
成
果
を
喜
び
、
称
え
あ
う
。」
協

同
進
取
の
精
神
、
こ
れ
が
豊
高
の
伝
統

な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
毎
日
で
す
。

私
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、き
っ

と
豊
陵
会
の
皆
様
方
も
人
生
の
節
目
・

節
目
で
高
校
時
代
の
繋
が
り
に
支
え
ら

れ
励
ま
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
横
の
つ
な
が
り
、
縦
の
つ

な
が
り
が
豊
中
高
校
の
〟今
〟
を
つ
く
って

い
ま
す
。

皆
様
方
の
繋
が
り
の
拠
点
、〟母
港
〟

と
し
て
の
豊
高
が
今
後
も
益
々
発
展
し

ま
す
よ
う
、
微
力
な
が
ら
も
精
一
杯
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
豊
陵
会
、
豊

高
を
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

豊
高
生
の
活
躍
に
歴
史
と
伝
統
を
感
じ
る

大
阪
府
立
吹
田
高
等
学
校
教
頭

藤
井　

秀
雄

豊
中
高
校
が
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
御
祝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
新
任
教
頭
と
し
て
僅
か
2
年
間

の
短
い
任
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
平
野
校

長
先
生
を
は
じ
め
、
教
職
員
、
P
T
A
、

豊
陵
会
、
豊
友
会
の
方
々
に
は
多
大
な
ご
指

導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
教
頭
と
し
て

様
々
な
経
験
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

豊
高
で
の
2
年
間
は
今
、
振
り
返
る
と
忙

し
く
も
充
実
し
た
日
々
で
あった
と
思
い
ま
す
。

S
S
H
・
S
G
H
の
取
組
や
G
L
H
S
・
能

勢
分
校
と
の
遠
隔
交
流
な
ど
、
豊
高
の
幅
広

い
教
育
活
動
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
に
応
え
る
豊
高
生
た
ち
の

姿
勢
に
も
感
動
を
覚
え
る
こ
と
も
度
々
あ
り

ま
し
た
。
体
育
大
会
で
の
応
援
合
戦
、
文

化
祭
の
3
年
生
の
演
劇
、
豊
高
プ
レ
ゼ
ン
の

生
徒
発
表
、
常
に
全
力
で
取
り
組
む
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
、
学
業
だ
け
で
は
な
い
豊
高
生
の

活
躍
ぶ
り
に
1
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
を
感

じ
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
の
中
で
、
教
頭
2
年
目
の
平
成

30
年
は
立
て
続
け
に
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年

で
し
た
。
そ
の
中
で
も
台
風
21
号
に
よ
る
暴

風
の
影
響
に
よ
る
正
門
横
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の

倒
木
。
そ
の
瞬
間
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
が
、幸
い
近
隣
施
設
や
人
的
被
害
も
な
く
、

豊
高
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

杉
が
最
期
ま
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
1
0
0
年
の
伝
統
が
守
ら

れ
、
さ
ら
に
1
5
0
周
年
、
2
0
0
周
年
と

豊
中
高
校
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
人
事
で
、
高
43
武
内
由
佳
さ
ん
が
新
た
に
教
頭
に
就
任
し
、
創
立
1
0
0
周
年
に

向
け
て
、
さ
ら
に
想
い
の
こ
も
る
体
制
と
な
っ
た
。
平
成
29
年
就
任
の
藤
井
秀
雄
先
生
は
、
吹
田
高

校
へ
転
任
、
在
任
中
は
、
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
お
よ
び
、
か
か
る
募
金
活
動

の
始
動
に
、
教
職
員
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
惜
し
み
な
く
尽
力
さ
れ
た
。

自ら努力し、力を合わせ、
　他の仲間を応援する繋がりを醸成

教頭　武内由佳

令和元年度の進路指導講演会

新たに法曹会が加わり15名の卒業生が講演
在校生一年生の文理選択を前に、進路指導講演会が、9月19日に開

催された。講師には、学校・豊陵会から推薦された卒業生15名が、か
つての教壇に立ち、30分ずつ同じ内容の講演を2回行った。今回は、母
校100周年で高坂会長に集まった豊陵法曹会から2名弁護士が参加し
た。

平野校長は「昨年度から普通科がなくなり、文理学科のみの生徒が受
講している。現在では黒板の前で教師が一斉教授する形式に加え、生徒
どうし2名やそれ以上の人数のグループで生徒自ら討論を促し学んでい
く学習方法も教室で展開するのが当たり前になってきている」と、授業も
進化していることを卒業生講師への挨拶で述べた。

講演が終わり、講師からは「私たちのころと違って優秀」「講演中の反応
はあまりないが、講演後の感想文を見るとしっかり聞いていることが分
る。聴講中にそんな反応があれば講演もやりやすいが…。今回は、講
演開始の自己紹介後に拍手や、「お願いします」と挨拶もあり、講演に入
りやすかった。」「事前のアンケートでは、全員文理科に切り替わった昨年
に比べ、将来のことを考えている割合は減ったが、システムエンジニア
を目指す生徒の割合は増えていた。」との今年度の特色を示す感想があっ
た。
今年の卒業生講師（敬称略、順不同）　山本朝子（高35薬剤師）、信國 

誠（高44警察官）、酒匂建文（高42公認会計士）、長谷川万里子（高53公
務員）、西川倫史（高40会社経営）、安威俊重（高41エンジニア）、小林
知博（高42大学教授）、重里智之（高44商社）、鶴丸達也（高34建築）、
大辻晶子（高44小学校教員）、
守本正宏（高37人工知能）、
桃原有紀（高41客室乗務員）、
新見行人（高41医師）、佐々
木章（高46弁護士）、幸尾菜
摘子（高56弁護士）

新 任 挨 拶

退 

任 

挨 

拶

新
教
頭
に
高
43
武
内
由
佳
さ
ん
が
就
任
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■�男子バスケットボール部
第71回大阪高校選手権大会IH5回戦敗退　東住吉総合96-71豊中
第12回All Stars Cup準優勝
第73回大阪高校総体（ウィンター予選）3回戦敗退　羽衣55-42豊中
大阪府公立高校北地区大会　優勝
公立高チャンピオンリーグ　3位
さつき杯　4位
大阪府高校新人大会　3回戦敗退　関西第一90-52豊中

■�アメリカンフットボール部
2019年度大阪府高等学校春季アメリカンフットボール大会　第49回関西高等学
校アメリカンフットボール選手権大会大阪府予選　追手門学院42-13豊中

■�野球部
春季近畿地区高校野球大会大阪府予選　2回戦　豊中11-4豊島／ 3回戦　大
阪学院大高11-1豊中
第101回全国高等学校野球選手権大会大阪大会　1回戦敗退　山田6-4豊中
秋季近畿地区高校野球大会大阪府予選　1回戦　豊中16-4淀商／ 2回戦　豊
中14-3守口東

■�なぎなた部
吹田市長杯　団体の部　豊中高校A　2位／豊中同好会　3位
　 演技競技・有段の部　楠・鈴木チーム　１位／大村・稲森チーム　2位／小川・

中務チーム　3位
　 演技競技・段外の部　北野・藤田チーム　1位／東・梶應チーム　2位／大槻・

松本チーム　3位
令和元年度大阪高等学校総合体育大会　団体　3位

■�女子ハンドボール部
高校春季総体　豊中26-9四条畷／豊中26-4牧野／成蹊24-15豊中
高校秋季総体　箕面16-14豊中

■�男子バレーボール部
春季大会一次予選　1部4位　清教学園2-0豊中／堺西2-0豊中／近大泉州2-0
豊中
豊能地区高校生バレーボール大会予選リーグ　豊中2-0桜塚／豊中2-0東淀川
豊能地区高校生バレーボール大会決勝トーナメント　豊島2-0豊中／桜塚2-1豊
中／北野2-1豊中
春季大会二次予選　桃山学院2-0豊中
大阪総体予選ラウンド　北千里2-0豊中

■�女子バスケットボール部
第74回大阪高校総体IH予選　3回戦敗退　大商学園64-45豊中
第72回大阪高校選手権大会ウィンターカップ予選　1回戦敗退　長尾89-40豊中

■�卓球部
8月3日1年生大会　今城光樹　ベスト64

■�サッカー部
大阪高校春季大会　初戦敗退　池田0（5-4）0豊中
全国高校選手権大会大阪予選　3回戦敗退　豊中9-0追手門大手前／帝塚山
泉ヶ丘5-0豊中

■�男子テニス部
春季団体　予選突破　本選ベスト16
赤坂杯　予選シングルス4名突破
大阪サマーテニストーナメント　予選シングルス2名突破／ダブルス2ペア突破
総体　予選シングルス1名突破／ダブルス1名突破

■�水泳部
中央大会
　男子400mフリーリレー 10位　岡崎圭佑・渡辺誠也・佐藤圭悟・山川加織
　男子400mメドレーリレー 16位　小林雅弥・寺西駿貴・岡崎圭佑・石井淳也
　男子800mフリーリレー 12位　岡崎圭佑・渡辺誠也・佐藤圭悟・山川加織
　女子400mメドレーリレー 18位　中村日桜里・鈴木志乃・赤木彩羽・歌原光希
　男子50m自由形15位　佐藤圭悟
　男子100m背泳ぎ14位　小林雅弥

大阪高校対抗
　男子400mフリーリレー 16位　竹内琉哉・篠原涼介・小林雅弥・佐藤圭悟
　男子400mメドレーリレー 14位　藤原涼介・寺西駿貴・小林雅弥・佐藤圭悟
　女子400mフリーリレー 17位　歌原光希・赤木彩羽・中村日桜里・鈴木志乃
　女子400mメドレーリレー 16位　中村日桜里・鈴木志乃・赤木彩羽・歌原光希
　男子200m背泳ぎ16位　篠原涼介
　男子100m背泳ぎ17位　小林雅弥
　女子100mバタフライ　19位　赤木彩羽
　女子50mバタフライ　16位　赤木彩羽

■�陸上部
大阪IH　山城爽輔400m3位／山岡航大400mハードル4位
近畿IH　山城爽輔400m準決勝進出　48秒59を記録8位
　／山岡航大400mハードル準決勝進出
大阪総体　山城爽輔400m決勝進出／村上風羽1500m決勝進出
　／中村明由梨1500m決勝進出／高野花己　三段跳4位
公立大会　津田夏実　走高跳5位／村上風羽1500m5位
大阪高体連強化選手選出　山城爽輔

■�男子ソフトテニス
公立大会個人戦　ベスト8＝中央大会進出　奥村・足立ペア
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■�吹奏楽部
第33回定期演奏会
第58回大阪府吹奏楽コンクール北摂地区大会　金賞受賞
第58回大阪府吹奏楽コンクール大阪府大会　金賞

■�漫画イラスト研究部
豊陵祭にて部誌「Mew63」を発行

■�電気物理研究部
豊中市立上野小学校サイエンスキッズ
茨木市にて相馬芳枝科学賞参加
豊中市立新田南小学校にこにこフェスタ参加
ＳＳＨ広め隊参加

■�美術工芸部
第71回大阪府高等学校美術・工芸展奨励賞　肥後水面・村上遼太郎

真夏？ の「豊陵祭」（文化祭）開く
　　　　　2日間で4200人の入場者

母校の「豊中高校・豊陵祭」が9月7（土）～ 8日（日）開かれ、4,200人（受
付のカウント）の来観者を得て無事終了した。

例年の文化祭が「豊陵祭」のネーミングになって2年目。両日とも9月とは
思えない35度を超す真夏なみの猛暑。生徒・PTAなどの全員参加で舞台・
展示・模擬店それぞれが計画通りのプログラムを終えた。

ステージはもちろん、各セクションに学年ごとの分担を決めスムーズに
進行するのはトヨコウの伝統。校門南のコンビニ前で車を留めないように

「お願い」看板を持って1時間交替で案内のお母さん、森川ホールでは無料
で飲み物・クッキーを接待するグループなどPTAの参加も強力だった。3
年生の上演ではクラスごとに出し物をPRするTシャツを作って団結を示して
いた。Tシャツ1枚1,500円はしたという。

昨年は猛台風のあとやっと開催したことに比べて、暑かったが見事無事
に終了した。

文化部豊高スポーツ& クラブ活動の記録
（順不同　敬称略　IH＝インターハイ） 平成31年4月から令和元年8月まで
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昭和4年10月野外教練（信太山演習場にて）

昭和44年当時の正門

豊中高校創立
100 周年の夢

思い出を積み重ねて　
大切な思い出記録も写真もないけれど‥·

あと1年
●
在
校
中
３
年
４
ヵ
月
が

戦
争
中
だ
っ
た

 

中
21　

田
村　

昌
一

　

昭
和
16
年
（
１
９
４
１
年
）
４
月
旧
制
豊
中
中
学

に
入
学
し
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
３
月
に
卒

業
し
ま
し
た
。
昭
和
16
年
12
月
戦
争
が
勃
発
し
、
昭

和
20
年
８
月
に
終
戦
に
な
っ
た
の
で
在
校
４
年
の
う
ち

３
年
４
ヶ
月
が
戦
争
中
で
し
た
。

　

軍
事
教
練
、
旧
制
中
学
に
は
も
と
も
と
教
練
の
時

間
が
あ
り
、
上
級
生
は
小
銃
を
肩
に
、
足
に
ゲ
ー
ト

ル
を
巻
き
、
下
級
生
は
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
参
加
し
ま

し
た
。
食
料
増
産
の
一
助
で
校
庭
の
一
部
を
開
墾
し
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
、
収
穫
物
は
生
徒
に
も
配
分
さ

れ
ま
し
た
。
勤
労
動
員
、
戦
力
増
強
の
た
め
工
場
で

の
労
働
を
強
い
ら
れ
、
３
年
生
の
時
は
ス
ポ
ッ
ト
で
し

た
が
、
4
年
生
に
な
る
と
通
年
の
間
で
、
４
年
６
組

は
阪
急
三
国
の
塩
野
香
料
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
に
と
り
最
大
の
衝
撃
は
、
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
年
）
３
月
。
４
年
生
と
５
年
生
が
同
時

に
卒
業
し
、
上
級
校
に
入
学
で
き
な
い
場
合
は
勤
労

動
員
を
続
け
る
こ
と
で
し
た
。

●
ト
ヨ
チ
ュ
ウ
に
在
学
で
き
て
よ
か
っ
た

 

高
３
・
中
25　

伊
藤　

民
生

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
３
月
14
日
大
阪
大
空

襲
。
４
月
無
試
験
で
ト
ユ
チ
ュウ
に
進
学
。
６
月
居
住

し
て
い
た
豊
中
市
内
で
Ｂ
29
に
よ
っ
て
焼
け
出
さ
れ
、

高
槻
に
転
居
。
以
後
、
満
員
電
車
で
遠
距
離
通
学
。

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
４
月
、
学
制
改
革
に
よ

り
男
女
共
学
に
。
十
三
以
遠
か
ら
通
学
し
て
い
た
者

は
、
旧
豊
中
高
女
、
新
制
桜
塚
高
校
へ
転
校
。
慌

た
だ
し
く
３
年
間
の
ト
ヨ
チ
ュウ
生
活
は
終
わ
り
ま
し

た
。
も
し
、
戦
災
を
受
け
ず
に
ト
ヨ
コ
ウ
を
卒
業
し

て
お
れ
ば
、
そ
の
後
の
人
生
行
路
は
少
な
か
ら
ず
変

わ
って
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
バ
ス
ケ
生
活
と

豊
陵
会
東
京
支
部
で
の
友
好

 

高
9　

小
林　

征
夫

　

昭
和
27
年
8
月
、
父
親
の
転
勤
で
初
め
て
東
京
を

離
れ
、
大
阪
の
地
を
踏
む
。
蛍
ケ
池
に
住
み
、
刀
根

山
の
米
軍
家
族
の
住
ま
い
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
雨
の

日
も
風
の
日
も
自
転
車
で
山
越
え
を
し
て
、
豊
中
二

中
か
ら
豊
高
へ
進
学
し
た
。
お
蔭
様
で
80
歳
を
越
え

た
今
で
も
、
自
転
車
に
乗
って
、
趣
味
の
合
唱
の
練
習

●
思
い
出
す
ま
ま

 

高
５　

谷
垣
内　

宏
之

　

先
年
の
豊
陵
会
報
の
表
紙
に
か
つ
て
の
能
勢
高
校
、

現
豊
中
高
校
能
勢
分
校
の
ス
ケ
ッ
チ
画
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
大
変
懐
か
し
く
思
い
、
豊
陵
会
報

に
短
信
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

私
は
か
つ
て
能
勢
高
校
に
地
学
・
物
理
担
当
教
員

と
し
て
、３
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
前
の
３
年
間
、

私
は
高
校
時
代
の
恩
師
、
塚
本
盛
治
先
生
（
物
理
）

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
豊
中
高
校

も
能
勢
高
校
も
私
の
人
生
の
中
で
は
ひ
と
つ
な
が
り
に

な
って
い
ま
す
。

　

桜
塚
高
校
の
男
子
生
徒
は
、
豊
中
・
池
田
の
両
中

学
の
混
成
で
、
女
子
は
旧
豊
中
高
女
。
校
舎
は
瀟
洒

な
木
造
、
美
し
い
庭
園
が
あ
り
、
ト
ヨ
チ
ュウ
と
は
全

く
異
質
な
空
間
で
し
た
。

　

ト
ヨ
チ
ュウ
在
学
中
は
天
文
気
象
班
に
属
し
、
徹
夜

の
天
体
観
測
や
、
当
時
極
大
期
の
太
陽
黒
点
の
観
測

を
楽
し
み
ま
し
た
。
何
年
か
前
に
当
時
の
仲
間
と
の

交
流
が
復
活
。
年
に
数
回
の
会
食
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ト
ヨ
チ
ュ
ウ
に
在
学
出
来
て
よ
か
っ
た
と
、
今
で

も
思
って
い
ま
す
。
母
校
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

　

私
が
敗
戦
後
５
年
目
、
昭
和
25
年
に
入
学
し
た
豊

中
高
校
に
は
、
な
お
校
舎
の
迷
彩
や
機
銃
掃
射
に
よ

る
弾
痕
な
ど
戦
争
の
傷
跡
が
残
って
い
ま
し
た
が
、
先

生
方
は
明
る
く
親
切
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
私
た
ち
に
活
を
入
れ
て
下
さ
っ
た
数
学

の
森
幸
之
先
生
は
、
広
島
高
師
（
現
広
島
大
学
）
ご

出
身
で
、
広
島
原
爆
の
体
験
を
話
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
原
爆
投
下
の
翌
日
、
救
援
の
た
め
現
地
に
入
ら

れ
ま
し
た
。
被
災
者
の
腕
を
持
って
引
っ
張
る
と
、
腕

の
皮
膚
が
ず
る
ず
る
と
剥
が
れ
た
な
ど
と
話
さ
れ
、

真
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
年
、
母
校
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
赴
任
し
た
時
、

往
年
の
「
地
球
物
理
研
究
会
」
が
廃
部
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
昨
今
、
こ
の
分
野
（
天
文
・
地
学
）
の
発

展
が
目
覚
ま
し
く
再
発
足
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

同
窓
の
方
々
と
の
再
会
は
、
喜
寿
の
同
窓
会
が
最

後
で
し
た
が
、
幹
事
の
友
国
泰
治
兄
、
前
川
巌
兄
は

じ
め
お
世
話
に
な
っ
た
諸
兄
姉
に
感
謝
し
、
ご
健
勝
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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第８回国民体育大会出場（今治市）昭和29年

昭和34年1月25日（土）、母校にて北野高校との練習試合前
（4-1で勝）

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
３
年
間

 

高
９　

大
嶋　

聖
治

　

テ
レ
ビ
か
ら
高
校
球
児
の
白
球
を
追
う
姿
に
声
援

が
聞
こ
え
る
中
、
65
年
程
前
の
豊
高
の
夏
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
の
練
習
が
想
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
、
30
年
、
31
年
の
３
年
間
、
馬
場
先
生

の
も
と
で
ハン
ド
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
ま
し
た
。

　

府
、
近
畿
大
会
は
無
敗
、
高
校
総
体
（
当
時
は

高
松
宮
賜
杯
選
手
権
大
会
と
い
い
、
開
催
地
は
藤
井

寺
、東
京
駒
沢
）
と
国
民
体
育
大
会
（
函
館
、平
塚
、

加
古
川
）
と
で
、
準
優
勝
３
回
の
成
績
で
し
た
。
桜

塚
高
校
と
の
定
期
戦
も
無
敗
。

　

高
９
…
今
藤
、
榎
原
、
大
嶋
、
奥
田
、
木
津
、
柴

田
、
瀬
恒
、
鷹
見
、
富
川
、
日
向
、
吉
中
。
高
10
…

●
サ
ッ
カ
ー
部
で
の
思
い
出

 

高
11　

板
野　

俊
明

　

私
は
、
入
学
時
に
、
国
体
経
験
者
の
父
に
継
い
で

剣
道
部
に
入
る
予
定
で
居
た
。
そ
れ
が
同
級
の
吉
田

か
ら
部
員
数
が
足
ら
な
い
の
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
誘
わ
れ

た
。
す
る
と
、
メ
ン
バ
ー
は
２
、３
年
で
加
納
、
伊
瀬
、

永
松
の
３
人
の
有
様
。
こ
れ
で
は
イ
レ
ブ
ン
が
組
め
な

●
今
も
ボ
ー
ル
を
追
う
人
生
 

高
10　

仲
田　

俊
夫

　

豊
中
高
校
創
立
１
０
０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
昭
和
33
年
卒
業
。
ク
ラ
ス
は
D
組
で
担

任
は
古
武
士
の
風
格
の
あ
っ
た
故
井
坂
賢
一
郎
先
生

で
、
教
科
の
国
語
だ
け
で
な
く
、
未
熟
で
多
感
な
青

春
時
代
に
生
活
面
や
人
生
に
つい
て
、ご
指
導
を
頂
き
、

傘
寿
を
迎
え
る
に
至
る
現
在
ま
で
、
そ
の
後
の
人
生

に
於
い
て
、
多
大
な
影
響
を
頂
い
て
い
る
こ
と
を
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

当
時
の
豊
高
ハン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
毎
年
国
体
に
出

場
し
、
昭
和
31
年
の
兵
庫
国
体
で
は
、
愛
知
県
代
表

の
桜
台
高
校
と
優
勝
戦
で
対
戦
し
、
12
対
11
で
残

念
な
が
ら
準
優
勝
で
し
た
。
そ
の
試
合
を
最
後
に
３

に
出
か
け
て
い
る
。
豊
高
時
代
は
、
受
験
・
受
験
の

毎
日
で
、
余
り
友
好
関
係
の
な
い
暗
い
学
生
生
活
だ
っ

た
が
、
３
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
た
こ
と
が
唯
一
明

る
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
女

子
に
も
負
け
る
ほ
ど
弱
く
て
、
勝
っ
た
記
憶
が
余
り
な

い
。
主
力
部
員
が
５
人
し
か
お
ら
ず
、
或
る
日
、
中

百
舌
鳥
で
の
試
合
で
転
ん
で
足
に
傷
を
負
い
、
そ
の
時

の
キ
ズ
が
今
も
残
って
い
る
。
豊
高
籠
友
会
会
報
に
よ

れ
ば
、
現
在
の
チ
ー
ム
は
可
な
り
の
ご
活
躍
と
の
こ
と
、

嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

今
は
、
東
京
在
住
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
豊
陵
会

東
京
支
部
の
会
合
に
は
、
極
力
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
こ
こ
で
の
友
好
が
高
校
時
代
を
大
阪
で
過
ご

し
た
思
い
出
に
繋
が
っ
て
い
る
。
豊
中
二
中
か
ら
の
同

期
の
市
田
君
の
努
力
で
、
我
々
高
９
期
の
出
席
者
が一

番
多
い
の
が
自
慢
。
こ
の
会
合
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
女
子

部
に
い
た
水
谷
（
旧
姓
小
田
） 

さ
ん
や
二
中
か
ら
一
緒

の
横
山
（
旧
姓
小
谷
） 

さ
ん
、
大
阪
か
ら
駆
け
つ
け

て
く
れ
る
伊
藤
暢
朗
君
他
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
出
来

る
の
も
老
後
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
って
い
る
。

上
村
、
垣
内
の
戦
友
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

加
古
川
で
の
決
勝
戦
、
在
校
生
多
数
の
応
援
の
中
、

教
師
の
姉
、
明
子
も
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
前
年
復
活
し
た
校
歌
が
歌
わ
れ
、
感
激
し
ま
し

た
。
の
ち
に
、
欠
席
扱
い
に
な
っ
た
と
聞
き
、
残
念
に

思
っ
た
も
の
で
す
。
兄
、義
樹
（
高
２
）
は
野
球
部
で
、

夏
の
府
予
選
に
父
と
藤
井
寺
に
応
援
に
行
っ
た
事
も
、

今
と
な
れ
ば
貴
重
な
想
い
出
の
一
コマ
で
す
。

　

妹
二
人
、
妻
も
、
同
窓
生
で
す
。

い
の
で
、
同
級
の
市
村
、
黒
木
、
山
口
を
誘
い
、
箕

面
中
で
の
経
験
者
の
永
井
と
美
馬
が
加
わ
って
10
人
に

な
り
、
タ
ッ
チ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
応
援
を
得
て
対
外

試
合
に
臨
め
た
（
後
に
筒
井
が
入
部
）。

　

翌
年
は
、ク
ラ
ブ
入
会
説
明
会
で
練
習
中
の
ユニ
ホ
ー

ム
と
ス
パ
イ
ク
の
衣
裳
で
登
壇
し
て
説
明
し
た
の
が
有

効
で
あ
っ
た
の
か
、川
村
、田
川
、竹
川
、花
畑
、宮
地
、

脇
屋
、
渡
辺
が
入
部
し
て
く
れ
た
の
で
、
優
に
イ
レ
ブ

ン
が
組
め
て
、
大
阪
地
区
で
ベ
ス
ト
４
に
な
れ
る
試
合

に
臨
め
た
。
だ
が
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
が
故
意
に
シ
ュ
ー
ト

を
し
な
い
の
で
負
け
た
。
シ
ュ
ー
ト
し
な
か
っ
た
動
機

を
質
す
と
、
毎
日
曜
日
の
試
合
出
場
で
は
勉
強
が
出

来
な
い
と
の
こ
と
。
体
育
の
柳
川
先
生
は
残
念
が
っ
た
。

　

練
習
の
後
に
偶
に
は
更
科
食
堂
で
素
う
ど
ん
を
食

べ
さ
せ
る
た
め
に
、
大
学
生
の
山
田
、
加
納
な
ど
の
諸

先
輩
宅
を
往
訪
し
て
寄
付
を
募
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
節
は
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

（
遺
漏
、
敬
称
略
は
ご
容
赦
）

年
生
は
引
退
し
、
新
チ
ー
ム
を
作
る
の
で
す
が
、
メ
ン

バ
ー
が
足
り
ま
せ
ん
。
新
チ
ー
ム
の
主
将
に
な
っ
た
故

垣
内
節
夫
君
（
早
稲
田
で
も
ハン
ド
ボ
ー
ル
選
手
）
と

は
、
た
ま
た
ま
１
年
、
２
年
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
、
あ
る

日
「
今
日
部
室
に
遊
び
に
来
な
い
か
」
と
声
を
か
け

ら
れ
、
放
課
後
部
室
に
行
く
と
、
ト
レ
パ
ン
、
ト
レ
シ
ャ

ツ
を
貸
し
て
く
れ
て
、「
少
し
グ
ラ
ン
ド
で
体
を
動
か

し
て
み
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
私
も
軽
い
気
持
ち
で
皆

と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
の
で
す
が
、
練
習
が
終

わ
って
部
室
に
帰
る
と
、
垣
内
君
に
「
連
盟
に
登
録
し

て
お
く
か
ら
明
日
か
ら
毎
日
練
習
に
来
て
く
れ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
豊
高
生
は
、
１
年
生
か
ら
ク
ラ
ブ
に
入
部

し
て
い
て
も
、
２
年
の
秋
頃
か
ら
退
部
し
て
、
大
学
受

験
に
備
え
て
勉
強
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
私
は
逆
に
そ
れ
ま
で
全
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
縁
の

無
い
生
活
を
し
て
い
た
の
に
、２
年
の
秋
か
ら
ハン
ド
ボ
ー

ル
部
に
入
部
し
、
大
学
で
も
豊
高
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
た
ち
に

強
引
にハン
ド
ボ
ー
ル
部
を
続
け
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
80
歳
に
至
る
現
在
ま
で
、
あ
る
時
は
サ
ッ

カ
ー
、
次
い
で
野
球
を
や
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
、

現
在
は
沖
縄
の
還
暦
野
球
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
豊
高
時
代
に
チ
ビ
で
運
動
神
経
の
鈍
い
私

を
ス
ポ
ー
ツ
に
誘
っ
て
く
れ
た
友
人
達
の
お
か
げ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
豊
中
高
校
に
栄
光
あ
る
男
子
ハン
ド

ボ
ー
ル
部
の
復
活
を
心
か
ら
希
望
し
ま
す
。

【
お
詫
び
】 前
号
の
16
面
で
、
倉
田
博
信
さ
ん
の
卒
業
回
は

中
21
が
正
当
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「
豊
高
時
代
・
青
春
の
頃
」
質
問

Ｑ
１　

修
学
旅
行
は
ど
う
で
し
た
か

Ｑ
２　

下
校
途
中
ど
こ
に
寄
り
道
を
し
ま
し
た
か

Ｑ
３　

名
物
先
生
に
つ
い
て

Ｑ
４　

体
育
祭
の
思
い
出

Ｑ
５　

豊
陵
会
と
い
え
ば
ど
ん

な
こ
と
を
連
想
し
ま
す
か

Ｑ
６　

あ
な
た
の
同
期
会
に
何
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
か

Ａ
４

　
仮
装
行
列
の
熊
の
着
ぐ
る
み
を
ク
ラ
ス
全
員
で
時

間
を
か
け
て
作
っ
た
の
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
石
膏
で

作
っ
た
熊
の
頭
は
被
る
と
重
た
か
っ
た
。

Ａ
５

　
豊
陵
会
報
の
同
期
生
の
短
信
や
ク
ラ
ブ
活
動
は
気

に
か
け
て
い
る
。高

25　
中
西　
孝
平

Ａ
１

　
高
３
か
ら
の
転
校
生
だ
っ
た
の
で
参
加
し
て
い
ま
せ

ん
。

Ａ
４

　
最
後
の
リ
レ
ー
で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
だ
け
は
覚

え
て
お
り
ま
す
が
、
逆
転
さ
れ
た
ア
ン
カ
ー
だ
っ
た
の

で
、
苦
い
思
い
出
で
す
。

高
30　
浅
川　
直
子

Ａ
2

　
千
里
中
央
（
セ
ル
シ
ー
）
に
た
ま
に
寄
っ
て
帰
り
ま

し
た
。

Ａ
４

　
高
１
の
時
、
リ
レ
ー
の
第一走
者
で
ト
ッ
プ
で
バ
ト

ン
を
渡
し
ま
し
た
が
、
ア
ン
カ
ー
で
走
る
は
ず
の
担

任
の
先
生
が
姿
を
消
し
て
、
私
が
ア
ン
カ
ー
も
走
る

は
め
に
。
ゴ
ー
ル
直
前
で
す
っ
転
び
、
べ
そ
を
か
き
ま

し
た
。（
何
位
に
な
っ
た
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
）

Ａ
５

　
昨
年
度
、
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
幹
事
の
方
々

に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
て
、
あ
り
が
た
い
な

あ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

高
30　
竹
村　
浩
子

Ａ
1

　
初
め
て
フ
ェ
リ
ー
で一泊
し
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で

す
。
カ
ッ
プ
ル
は
夜
空
を
眺
め
な
が
ら
語
ら
っ
て
い
た

高
17　
石
川　
徹

Ａ
２

・
学
校
近
く
の
コ
ロ
ッ
ケ
店
。
ア
ツ
ア
ツ
の
コ
ロ
ッ
ケ

で
、口
の
中
を
火
傷
し
な
が
ら
、懲
り
ず
に
立
ち
寄
り
、

ほ
お
ばっ
た
。

・
豊
中
駅
前
の
市
場
に
あ
っ
た
中
華
料
理
「
大
元
」。

美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン
と
ハ
ス
キ
ー
ボ
イ
ス
の
可
愛
い

店
員
さ
ん
が
い
た
。

Ａ
３

・
１
年
生
の
時
の
担
任
。
美
貌
の
塚
本
先
生
（
つ
ば

き
姫
）
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

・
数
学
の
天
才
、
中
島
先
生
（
ガ
ウ
ス
）。
凡
人
の
私

に
は
授
業
は
難
し
く
て
分
か
り
に
く
か
っ
た
が
、
テ
ニ

ス
部
合
宿
の
夜
、
幾
何
学
的
に
ポ
ジ
シ
ョニ
ン
グ
の
説

明
は
理
解
で
き
て
、
役
に
た
ち
ま
し
た
。
優
し
い
人

柄
で
尊
敬
し
て
お
り
ま
し
た
。

よ
う
で
す
が
、“
船
底
組
”は
普
通
に
眠
って
い
ま
し
た
。

Ａ
２

　
神
戸
屋
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
シ
ョッ
プ
が
豊
中
駅
の
近

く
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
気
立
て
の
よ
い
お
兄

さ
ん
が
い
て
、
ク
ラ
ブ
の
友
人
た
ち
と
玉
子
サ
ン
ド

を
い
つ
も
た
べ
て
い
ま
し
た
。

Ａ
６

　
い
つ
も
永
井
君
と
名
和
君
が
が
ん
ばっ
て
く
れ
て
い

て
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
修
学
旅
行
を
思
い

出
す
旅
を
い
つ
か
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
他

・
H
・
P
の
英
語
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
思
い
出
し

た
こ
と
を
。「JAW

S

」
辻
本
先
生
。
こ
れ
は
強
烈
で

し
た
。
気
分
が
悪
く
な
る
女
子
も
い
ま
し
た
。

「PARAD
O

X & D
REAM

」
深
田
先
生
。
今
か

ら
思
う
と
、
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
を
よ
く
や
っ
て
く
だ

さ
っ
た
な
と
。

・
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エッ
ト
の
宿
題
テ
ス
ト
は一生
忘
れ

な
い
。
放
送
で
、
ロ
ミ
オ
の
セ
リ
フ
と
か
ち
ゃ
ら
っ
と

流
れ
て
、
こ
れ
は
第
何
幕
の
セ
リ
フ
で
し
ょ
う
？ 

っ
て

…
絶
望
し
ま
し
た
。

高
37　
遠
藤　
加
壽
子

Ａ
1

　
山
形
県
、
蔵
王
の
ス
キ
ー
場
で
し
た
。
ク
ラ
ス
ご

と
に
ト
レ
ー
ナ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

Ａ
２

　
正
門
前
の
パ
ン
屋
さ
ん
で
何
か
必
ず
買
っ
て
食
べ
て

か
ら
帰
り
ま
し
た
。

Ａ
５

　
大
先
輩
か
ら
ず
っ
と
続
く
、
古
き
良
い
時
代
の
伝

統
だ
と
思
い
ま
す
。

高
38　
奥
村　
真
介

Ａ
1

　
友
ら
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
委
員
長
と
し
て
企
画
と

運
営
を
担
い
、「
切
れ
た
」
こ
と
を
思
い
出
す
。
私
が

で
は
な
い
。
綱
が
だ
。

　
体
育
祭
当
日
終
盤
、
赤
か
白
か
勝
敗
を
左
右
す
る

配
点
を
仕
組
ん
だ
大
事
な
種
目
、
綱
引
き
。
決
勝
三

本
目
中
、
突
如
張
り
詰
め
た
そ
の
綱
が
真
っ
二
つ
に
切

れ
た
。
ど
う
捌
い
た
か
は
忘
却
し
た
が
怪
我
人
が
出

な
か
っ
た
の
は
皆
（
今
と
違
っ
て
）
若
か
っ
た
証
。
想

定
も
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
る
の
が
世
の
常
と
い
う
良
い

教
訓
と
な
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
34
年
。
あ
の
綱
が
ま
だ
現
存
す
る
な
ら

そ
ろ
そ
ろ
ま
た
代
替
わ
り
の
納
め
時
だ
ろ
う
か
。

…
懐
か
し
い
。

　
体
育
祭
に
限
ら
ず
、
あ
り
え
な
い
ほ
ど
の
多
く
の

友
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
大
袈
裟
と
言
わ
れ
そ
う

だ
が
“
奇
跡
”
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
返
し
て
い
る
。

Ａ
５ 

校
舎
と
銀
杏
マ
ー
ク
の
き
れ
い
な
ス
リ
ッ
パ
。

高
40　
戸
林　
佳
子

Ａ
2

　
正
門
前
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の
近
く
に
あ
っ
た
ル
ル
。

バ
ス
ケ
部
の
部
活
が
終
わっ
て
、
帰
る
前
に
よ
く
立
ち

寄
っ
て
い
ま
し
た
。
菓
子
パ
ン
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な

ど
部
活
に
疲
れ
た
後
の
楽
し
み
で
し
た
。

Ａ
３

　
英
語
の
弓
庭
先
生
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
、
お
嬢
様
の

よ
う
な
気
品
が
あ
っ
て
、
怒
ら
れ
て
も
、
怒
ら
れ
た
気

持
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
な
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
叱
り

方
で
し
た
。N

ot only 

〜　

but also 

〜
の
構
文

は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

Ａ
６

　
ク
ラ
ス
の
同
窓
会
に
は
残
念
な
が
ら
、
参
加
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
、
ど
う
し
て
い
る
の

か
し
ら
と
思
い
ま
す
が
、
個
性
的
な
人
が
多
か
っ
た

の
で
、
豊
陵
会
報
な
ど
で
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
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私
の
針
路

京都大学数理解析研究所特任教授　高 17　柏原正樹さん

「
私
の
針
路
」は
創
立
70
周
年
、
豊
陵
会
と
の
懇
談
の
席
上
、
秋
山
校
長

（
当
時
）が「
今
の
豊
高
生
は
、
勉
強
は
す
る
が
、
職
業
選
択
や
人
生
の
目

標
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
。
同
窓
会
の
先
輩
方
か
ら
講
演
の
機

会
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
協
力
願
い
た
い
」と
の
発
言
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
各
界
で
活
躍
の
先
輩
を
訪
ね
て
、い
ま
の
仕
事
の
面
白
さ・苦
心
、

豊
高
時
代
に
考
え
て
い
た
こ
と
な
ど
を
質
問
し
て
き
ま
し
た
。「
先
輩
と

し
て
後
輩
に
言
い
伝
え
た
い
こ
と
」を
盛
り
込
ん
で
取
材
し
て
ゆ
き
ま
す
。

―
―
こ
の
度
の
ご
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
に
と
っ
て
の
数

学
研
究
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

柏
原
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

永
く
研
究
を
し
て
来
た
蓄
積
で
こ

の
た
び
の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
の
数
学
は
解
法
を
覚

え
、
当
て
は
め
て
解
を
求
め
る
勉

強
で
、
こ
ち
ら
も
も
ち
ろ
ん
解
が

求
ま
る
と
う
れ
し
か
っ
た
で
す
が
、

勉
強
が
も
っ
と
し
た
い
学
問
好
き



で
、
特
に
数
学
を
高
校
で
は
目

指
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

東
京
大
学
に
進
学
し
て
の
昭
和
43

年
（
1
9
6
8
年
）、
ち
ょ
う
ど
4

年
生
の
こ
ろ
に
佐
藤
幹
夫
京
都
大

学
名
誉
教
授
と
セ
ミ
ナ
ー
で
出
会

い
、
新
し
い
も
の
を
創
造
し
て
い
く

数
学
研
究
を
す
る
佐
藤
先
生
の
独

創
性
に
ひ
か
れ
て
数
学
者
を
目
指

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。研
究
は
、

あ
る
事
象
の
理
解
を
数
学
で
の
解

釈
の
仕
方
を
発
見
す
る
こ
と
で
、

真
理
の
探
求
を
人
間
の
や
り
方
、

す
な
わ
ち
数
学
で
理
解
す
る
方
法

を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。
わ
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
自
分
で
理
解
で
き
る

こ
と
が
一
番
面
白
い
で
す
ね
。
単
独

で
研
究
を
や
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
行
き
詰

ま
り
は
多
々
あ
り
、
四
六
時
中
考

え
て
い
る
こ
と
と
、
恩
師
や
周
囲
の

人
の
別
の
見
方
を
教
え
て
も
ら



う
こ
と
も
発
想
に
繋
が
り
ま
す
。

―
―
豊
高
時
代
の
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

柏
原
　
あ
ん
ま
り
覚
え
て
お
ら
ず
、

自
治
会
で
議
長
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
池
内
会
長
、
内
藤
会
計
、
あ

と
岩
城
氏
や
飯
田
氏
・
井
澤
氏
と

い
っ
し
ょ
だ
っ
た
か
な
。
数
学
の
中

島
光
良
先
生
に
は
何
か
本
を
お
借

り
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
美
術

を
選
択
し
、
絵
を
描
く
の
は
あ
ま

り
う
ま
く
な
か
っ
た
の
で
す
け
ど
、

江
口
敬
四
郎
先
生
が
写
生
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
の
は
楽
し
か
っ
た

で
す
。

―
―
そ
う
い
え
ば
、今
、名
前
の
上
がっ

た
中
島
先
生
は
、
先
生
の
名
前
を
見

つ
け
る
と「
柏
原
を
教
え
て
い
た
ん
だ
」

と
う
れ
し
そ
う
に
言
う
、
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
現
在

の
在
校
生
に一言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
け
ま
す
か
？



柏
原
　
と
に
か
く
楽
し
く
打
ち
込

ん
で
ほ
し
い
で
す
。
私
も
黒
板
に

筆
記
し
た
り
す
る
と
何
時
間
で
も

夢
中
に
な
っ
て
考
え
て
い
る
と
き

が
、
楽
し
ん
で
い
る
と
き
と
思
い
ま

す
。
豊
高
は
、
い
い
生
徒
が
集
ま
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
何
が
？
と
聞

か
れ
る
と
困
る
け
ど
、
楽
し
い
豊

高
だ
っ
た
と
身
体
に
感
覚
が
あ
り

ま
す
。

（
聴
き
手
：
高
17
廣
瀬
　
純
）

　平成30年8月、国際数学連合が4年に一度、群を抜く業績を上げた数学者を讃える「チャーン賞」
に日本人で初めて選ばれ、同年11月、科学や文明の発展に貢献した人に贈られる「京都賞」基礎
科学部門にも選ばれた。数字の代わりにχなどの文字を使って数の性質を探る「代数」や、図形
や空間を扱う「幾何」、微分積分などの関数を研究する「解析」の3分野を融合する画期的な「D
加群」と呼ばれる理論を作り上げ、代数解析の分野への永年の研究の蓄積および功績が讃えられ
た。（平成30年11月8日日経新聞・平成30年11月23日読売新聞）

　
数
学
研
究
に
半
世
紀

「
解
を
求
め
る
」か
ら

「
解
法
を
創
造
す
る
」面
白
さ
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高24期　3Ｊ会
� 平成30年5月19日
� 大阪梅田にて

平成30年も5月19日に
梅田の中華飯店で開催い
たしましたがそれを目前の
4月24日に3年時担任で一
昨年（平成28年）までは
毎年出席して下さっていた山形泰正先生がご逝去されたとのお知らせを頂
戴し、山形先生を偲ぶ会としての運びとなりました。その時のクラス会では
山形先生より「おいキムラ、一度くらい豊陵会会報に３J会のことを投稿し
たらどないや！」と仰せつかりましたがそのクラス会直後に常連メンバーの
多賀谷昭史君急逝のこともあり、今一つ気乗りしないままとなった事が悔や
まれる次第です。今年は更に、山形先生をもお送りすることになり、何ら気
の利いたコメントもございませんがこの機会にご報告とさせて頂きます。（な
お左端中段の女性は榎本弘君の御妻女で同級生ではございません）　　　
　　 （木村雅紀）

平成最後の総会・高八会（昭和31年卒）
� 平成31年4月8日　千里阪急ホテル

平成最後の同期会を千里中央の千里阪急ホテルで開催。参加者は44名。
喜寿の記念総会を行った平成27年を総会の最後として以来、毎年同じ千里
阪急ホテルの同じ部屋で同じ会費を原則として、4月の第2月曜日に昼食会
を行うことに決めた。それから今回で4回目となる。当初は60名近くの参加
者があったが、返信ハガキによると、年々高齢になるにしたがって本人また
は連れ合いの体調不良によるということで参加者が減少して来たようで、仕
方のないこととは言え、大変残念に思う。しかし今回も、遠くはクアラルンプー
ルからも参加してくれた人もいて、参加者同士和気あいあい、あちこちの
テーブルで会話がはずんだ。また来年（4月13日）の再会を約して名残り
を惜しみつつ散会した。 （牧　雄彦）

13年目にして初勝利
対池田高校　マスターズ甲子園2019大阪府予選

豊中高校野球部OB会
� 平成31年4月27日
� みなと堺グリーン球場

「永遠の高校球児たち
へ」と唱うマスターズ甲子
園2019大阪府予選に、大
会参加13年目にして、豊
高野球部ＯＢ会が池田高校
をやぶり、初勝利を手にし
た。令和元年6月の2回戦
も勝利を目指す。

「平成のうちに勝ててよかった」と高37塩釜 徹さんが談話。

高5「五二八会」最終例会開催
� 令和元年5月28日　会場：東京美々卯京橋店

「五二八会（ごにはちかい）」（昭和28年卒の新制豊中高校5期生の首都
圏同窓会）は現時点で16名の会員がいるのですが、今年中に全員が85歳
の高齢に達するので、最後の例会を開催して解散しました。「五二八会」と
いう団体として、会の貯金残額に若干額を追加し、「豊中高校創立100周年
記念事業」に寄付させていただきたく思います。なお、末筆ながら「五二八
会」の会員一同、豊中高校の一層の発展と豊陵会の更なるご活躍をお祈り
しております。
 （巽　健一）

高21　卒業50周年記念同期会
� 令和元年6月6日　ザ・ガーデンオリエンタル大阪

高校卒業から半世紀、古希を目前にした春に記念同期会を開催しました。
参加者111名。北海道、九州はじめ関東等、遠来の参加者が30名を越える
盛況でした。一年生時のクラスをベースにした配席でサプライズの開宴、
スクリーンによる豊高今昔の映写、各人のショートスピーチ、クイズ大会、
校歌斉唱と盛り沢山のプログラムを楽しみました。第二部は会場裏手の桟
橋から水上バスに乗船し、大川の景色を眺め興奮をいったん治めて、淀屋
橋で解散という趣向でした。ここからは卒業時のクラスやクラブなどの仲間
との二次会でネオン街に三々五々流れ、再び盛り上がりました。

母校の百周年・卒業50年・同期会ヒストリーなどを振り返り、「時の流れ」
と「友との懐かしさ」に浸った一日でした。

同期会写真共有サイトにフォトをアップしてあります。ご覧ください。　　
 （久富耕史）

高10　傘寿の会
� 令和元年6月24日　ホテルグランヴィア大阪

今年度中には、同期皆で80歳になるというので「傘寿の会」と銘打って
開催、87名の参加を得て盛大に挙行できました。

年々、体力も落ち、参加者減少気味で、アンケートで継続か否かを問い
ましたが、参加する人は、幹事次第で参加という意見が多く、次回幹事団
に一任する事となりましたが、大ゲサではなく、集まるのであれば、続けた
いと思っている次第です。他期の諸兄姉は如何に？ （永井勇吉）

元・豊陵新聞記者全員集合！
体育館の階段を上がり部室で集いよくだべりましたね。豊高生活楽

しかったですね。
70年の歴史を重ねた豊陵新聞編集局OB．OG会である「豊陵クラ

ブ」の最後の集いのご案内です。会員各位のご参加をお待ちしてお
ります。
日時：2019年11月30日（土）　11時30分より　（受付11時より）
場所：ホテルアイボリー　1Ｆ
会費：5千円
なお出欠のご連絡、問い合わせは下記の世話役まで電話にてお願

いします。
世話人＝高3妹尾景行 090－3486－9082

 高8神保雅明 090－2015－7593
 高9大久保孝 090－3675－3780
 高12川島正雄 090－2119－7920
 高12山下五十六 090－9094－7315
 高13牧野光雄 0797－31－1378
 高16山桝昌典 072－672－1647
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表紙のことば
以前96号の表紙絵を描くため、題材を求め豊高周辺も探索、

正門前のバス停も候補の1つでした。このバス停は狭いバス道
が直角に曲がるため、広い停車スペースが設けられています。
その特異な光景は豊中駅から商店街を抜けたところにある道
いっぱいに横断歩道の白線が引かれた交差点と並んで、強い
印象が残っています。在校時は東側の塀沿いの歩道がない道を
「危ないなぁ」と思い歩いていましたが、探索したとき、正門
から真っ直ぐに伸びる道にも歩道がないことに気づきました。
豊中駅方面は幼稚園の先から、千里中央方面はガソリンスタン
ドの先から、どちらも緩い角度で歩道がある道に繋がっていま
す。地図で見ると、これらは元々真っ直ぐ繋がっていたのでは、
と推測したくなります。恐らく豊高がこの場所に決まった時、
正門前にバス停を設けるため、無理やり道を付け替えたのでは
ないか、もしそうなら、ここは豊高の始まりと共にある風景だ
と言えるでしょう。

（高38　仲尾政伸　通称「ガッツ」）

編集発行　豊陵会報編集部（大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内）
発　　行　令和元年10月20日　　　発行人 高坂　敬三
事 務 局 〒560-0011　豊中市上野西2丁目5番12号（大阪府立豊中高等学校内豊陵会）

（06）6849-4973（FAX兼用）　ホームページ　http://www.houryou.org
メールアドレス　office@houryou.org　または　kaihou@houryou.org

101号編集部：高48古澤頼秋・高37南里吉彦・高29蛯名美佳・
高9大久保 孝・高8神保雅明・高3妹尾景行

デザイン　風屋合同会社　　　印　刷　株式会社廣済堂

●会員数（2019年3月5日現在）
卒業生数 36,695人／旧職員 552人
現職員 99人／連絡可能者数 22,190人

●会報発行部数
発行部数 23,300部／会員発送数 22,100部／学校配布 1,200部

先生が与えてくれた音楽の喜び　
紀ちゃんと一緒の会・創立50周年記念演奏会

令和元年6月29日　宝塚市立文化施設ベガホール
小島紀子先生（高9）が、2年余りの闘病生活の末、7月6日に入院中の病院で静かに息

を引き取られました。先生が亡くなられる丁度1週間前に「紀ちゃんと一緒の会・創立50周
年記念演奏会」が開催されました。ご来場は叶いませんでしたが、先生は演奏会の成功を
報告するまで頑張って下さったのだと思います。昭和44（1969）年、先生は豊高に着任
されました。そして授業が成立しないような学園紛争の混乱の中、新入生（24期）の音楽
選択生徒たちと音楽会を立ち上げたと聞いています。以来30年にわたる在職期間に、先

生と音楽の楽しみを分かち合ったかつての高校生が集まって、「紀
ちゃんと一緒の会」は50年続いて参りました。音楽と共にあった日々
の感動が、思い出の曲を耳にするたび今でも鮮明によみがえる。
先生はそうした音楽の喜びを私たちに与えて下さったのです。小島
紀子先生、本当にありがとうございました。天国でも、大好きな歌
を歌って下さい。（紀ちゃんと一緒の会副会長　高44児玉健太郎）
写真：「紀ちゃんと一緒の会創立45周年記念演奏会」（平成26年6
月21日　アクア文化ホール）



豊中高校創立100周年記念

2020年�4月�3日（金）
開場18:00　開演19:00

豊中市立文化芸術センター
　大ホール�豊中市曽根東町3丁目7-2

入場料　5,500円（全席自由席・発売中）
	 ※未就学児はご遠慮ください。

チケット購入は、チケットぴあ　Tel.0570-02-9999
http://ticket.pia.jp/pia/event.ds?eventCd=1943845
Pコード　165020　チケットぴあ、セブンイレブン、ファミリーマートで購入いただけます。

FAXでの受付�豊中高校創立100周年記念事業実行委員会事務局（豊中高校内　豊陵会事務局）
FAX：06－6849－4973　氏名、住所、電話およびFAX番号を明記の上お申込みください。（卒業生は、卒業期を入れてください）

その他のお問い合わせは����豊中高校創立100周年記念事業実行委員会事務局
TEL：06－6849－4973　　Eメール：office@houryou.org　　TEL：090－3723－0961（廣瀬純・高17期）

ⒸNobuko　MIKAWA

加古 隆  ピアノ・ソロ・コンサート

2021年、豊中高校創立100周年にあたり
17期卒業生の加古隆氏に
賛同いただいた記念事業コンサート

1965年に大阪府立豊中高等学校を卒業、東京芸術
大学・大学院作曲研究室修了後、フランス政府給費留
学生としてパリ国立高等音楽院にてオリヴィエ・メシアン
に師事。現代音楽の作曲を学びつつ、73年にパリでフ
リージャズのピアニストとしてデビュー。76年に音楽院
を卒業、帰国後はクラシック・現代音楽・ジャズの要素
を包含した独自スタイルの音楽家としてピアノソロから
オーケストラの楽曲まで幅広い作品を発表。映画音楽や
ドキュメント映像の作曲での受賞も数多く、NHKスペシャ
ル『映像の世紀』のテーマ曲『パリは燃えているか』
は代表作、『黄昏のワルツ』やテレビドラマ『白い巨塔』
のテーマ曲、映画音楽『博士の愛した数式』、『阿弥陀
堂だより』など数多くの作品でも知られている。


